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子供たちの元気な声と笑顔が学校に戻ってきました。113 名の２学期がスタートしました。大きな事故や病

気等もなく，42 日間の夏休みを無事に過ごし，また一歩成長した子供たちと会えたことを幸せに思います。

これも偏に，保護者・地域の皆様の温かい見守りや言葉かけのお陰であり，心から感謝申し上げます。 

 さて，９月１日（金）の始業式で話した２学期のテーマは，「当たり前に」です。学校経営の中に，「あ

たりまえ５箇条」を位置付け，「当たり前のことを当たり前にできる中で『よさ』を磨く学校」を目指して

います。 

１学期の学校生活の様子等を踏まえ，子供たちと「３つの約束」をしました。 

① 元気に，笑顔であいさつ … あいさつ 

② 廊下歩行          … あんぜん 

③ ふわふわ言葉       … あたたかい言葉かけ 

この３つを大切にして，充実した２学期にしてもらいたい 

と思います。 

 ２学期も保護者･地域の皆様の変わらぬ御理解と御支援をいただき，教児一体

となって，「当たり前のことを当たり前に」を大切にしながら，さらに充実した別府小を築いていく所存で

す。     「早寝・早起き・朝ご飯・うんち」～生活リズムの確立を！ 

 

「過去の災害から学ぶ 命の大切さ」 
今年は「８.６水害」〈平成５（1993）年〉から 30 年という節目の年でテレビや新聞等で特集が組まれてい

ました。私は当時を振り返りながら，テレビに釘付けになっていました。私はその日（８月６日）種子島に
おり，一緒にバレーをしていたメンバーから鹿児島市の大雨・水害等の情報を聞きました。帰宅後，鹿児島
市に住む両親に連絡を取り，無事の声を聞き，ほっとしたのを覚えています。「子供の頃から慣れ親しんだ
甲突川が氾濫し，大きな橋が流されるなんて…」，想像を絶する状況（出来事）でした。 
また，同年，「９.３水害」も発生しました。川辺地域小野地区は，上陸した台風 13 号の影響で，大きな被

害を受けました。死者・重軽傷者が多数出ました。 
 昔から人間は自然災害と戦ってきました。技術等発達しても防ぐことのできない，命を奪われる災害に 
見舞われることが多々あります。私たちの想像を超える自然災害が近年，多く発生しています。犠牲にな 
った人々を慰霊し，災害の記憶を風化させないことも重要です。これまで起きた災害を教訓として，命を 
守る準備・対策等をする必要があります。学校・家庭・地域が一体となって考え，対策を取っていくこと 
が不可欠です。 

 

運動会練習がんばってます 

 ９／24(日)に行われる運動会に向けて子供たちは開・閉会式や表現 

の練習に励んでいます。また，役員の仕事の準備や応援団の練習にも 

取り組んでいて，運動会を自分たちで盛り上げていこうという気持ち 

が伝わってきます。当日も自分のもてる力を十分に発揮してくれるこ 

とでしょう。 

 

 

＜当たり前５箇条＞ 

あいさつ 

あんぜん 

あとしまつ 

あつまり  

あたたかいことばかけ 

 

２ 学 期 の ス タ ー ト 
～ テ ー マ は 「 当たり前に 」 ～ 

 



 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の行事予定   
6日(金) 避難訓練(火災) 

10日(火) 国体ソフトボール見学 

(５・６年) 

14日(土) 土曜授業 

17日(火) ＰＴＡ役員会 

18日(水) 市陸上記録会 

19日(木) クラブ活動，教育相談日 

20日(金) 読聞かせグループ感謝の会 

移動図書 

 

                       

  

 

愛校作業・空瓶回収 御協力ありがとうございました 

 ８月 20日に，本年度２回目となる愛校作業を，保護者の

皆様の御協力のもと行いました。その後，各自治会の育成会

長さんを中心に，それぞれ自治会の空瓶回収をして，学校ま

で運んでいただきました。 

 どちらも炎天下での作業 

となりましたが，多数の保 

護者が額に汗しながら動い 

てくださいました。本当に 

にありがとうございました。 

朝早くからありがとうございま

した。 

空瓶の益金は 22,594円でした。 

子供たちがんばり紹介 

子供たちががんばった証が続々と学校に届いています。 

【図画作品展市審査会】 

特選 １年 山下 雄大「ざりがに」 ２年 松田 彩「つばめのおや子」※県入選 

入選 

１年 西村 伊織「うみのなかのせかい」 １年 壽 好妙「ねこ」 

２年 上村 大翔「きりんとなかよし」 ２年 佐藤 陸「ひまわりバスとりくごう」 

３年 宮﨑 達平「もっと高くもっとはやく」 ３年 美園 葵「ブランコ」 

３年 壽 心華 「ブランコ」 ５年 崔 花音「水道」 

６年 山中 礼心「ぼくのグローブとボール」  

 

【第 66回県児童生徒作文コンクール市審査会】 

特選 
１年 壽 希有 「ぼくとはのたたかい ２年 岩下 莉子「カマキリのカマ」（※県へ） 

３年 鶴留 梨琉「点字の学び場にさんかして」 ４年 西村 詠万「わたしの一歩はごみぶくろ」 

入選 ５年 寶代 小遙「電気の大切さ」 ６年 中村 仁汰「バレーボールとぼく」 

 

【市理科作品審査会】 

○ 研究記録 

特選 ２年 南竹 颯「いけ田このけんきゅう」 

○ 採集物  

特選 
３年 鶴留 梨琉 「植物」 ３年 瀧 阿弥「貝」 ３年 西牟田 一華「貝」 

３年 馬場 ソアラ「貝」   

入選 ３年 宮﨑 達平「昆虫」 

 
【第 63回プレゼンテーション作成検定試験】 

３級合格 ６年 米滿 彩花 ５年 青木 咲苗 

 

【地域が育む「かごしまの教育」県民週間表彰〈ポスター〉】 

入選 ２年 崔 安俐「うきうき わくわく たのしいシャワー」 

 

【第 25回あくね洋画展】 

阿久根市文化協会長賞 ２年 南竹 颯 「つばめのおや子」 

入選 １年 川平 大翔「きょうりゅうにのったよ」 

   

  

  

 


